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1. 目的  

 放射性セシウムを摂取すると人の場合、尿等から排泄される。植物の場合、表皮から排泄されると、表

面に放射性セシウムが在り、これを牛などの草食動物が食べると効率良く放射性セシウムを摂取すること

になり、乳、肉などが汚染されることになる。そこで、乳牛の餌である牧草について調査した。 
 
2. 方法 

 丸森町の牧草地からの牧草（オーチャード ）を水洗い無しと有りとで比放射能を測定した。 

 

3．結果（平成２３年６月２７日発表） 

図１に、汚染牧草の水洗い無しと有りの違いを示す。無しと有りとでは、比放射能は約倍異なる。これ

は、牧草の表面に放射性セシウムが着いていたことを示唆する。すなわち、植物も放射性セシウムを表面

から排泄する能力があることがわかる。従って、牛などが汚染された牧草地の牧草を直接食べると効率良

く、放射性セシウムが摂取されることがわかる。 
 

 
図１ 汚染牧草の水洗い無しと有りの違い（２０１１年５月２６日測定） 
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